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緑茶葉からのDNA抽出 
A Simple Protocol for DNA Extraction from Green Tea Leaves 
常吉俊宏＊ 
Toshihiro TSUNEYOSHI 
Abstract: A simple and safe method has been developed for the DNA extraction from green tea leaves without 
using any toxic or dangerous reagent. About 50 g of commercially available dried green tea leaves was 
grinded into rough powder using a mill mixer. After mixing the powder with 300 ml of tap water, 5 g (5 ml) 
of table salt and 50 ml of kitchen detergent, the mixture was stirred gently and stayed still for 10 minutes. The 
mixture was then filtrated by the tea trainer and 100 ml of the filtrate was gently mixed with 60 ml of 
2-propanol. Resulting DNA cluster was washed twice with 70% ethanol by using a glass rod, and stored in a 
culture tube. 
1．はじめに 
本報告にまとめた緑茶葉からの DM 抽出法は,2003 年
に「遺伝」に掲載された島根大学の中村宗一郎による，タ
マネギからの簡易・大量の DNA 抽出実験の報告 D からヒ
ントを得て，静岡県の最も代表的な特産物の緑茶に応用で
きないかと種々検討した結果，比較的スムーズに大量の 






学生や一般の方々にも対象を拡大しつつある． さらに 5 













市販中級煎茶の乾燥茶葉】約 50 g（体積で100 al ビー 
カー約 1 杯分） 
2013年 2 月 26 日受理 







各容量のビーカー（500 mlX2, 300 mlX2, 100 mlX2), 
メスシリンダー（100 mlX2), 
計量スプーン（大（15 ml)X1，中（5 ml)X1), 
茶こし×4，ガラス棒，ピンセット, はさみ，スポイド， 
カルチャーチューブ（50 ml）または, ミニチューブ（2 
ml) 
2.4 実験操作手順 
(1） 市販緑茶葉約 50 g を 100 al ビーカ11杯に秤
り取り，必要ならば何回かに分けて，お茶すり
器で粉砕する． 
(2) 500ml ビーカーに, 台所用洗剤を計量スプーン
の大さじ（15 ml）で約 3杯分入れる．続いて食
卓塩を計量スプーンの中さじ（5 ml）で 1 杯分
すなわち約 5g 入れる．つぎに水道水をビーカ 


















mlのメスシリンダーに 100 mlまで移す． 
(6) (5）のろ液 100 mlを新しい 300 mlのビーカー 
に移す． 
(7) (6）で空になったメスシリンダーを洗わずに2-
プロパノールを，ろ液体積lOOmlの 0. 6 倍量す








(9) 100 mlビーカーに 30 mlの水道水と 70 mlのエ
タノールを注ぎ，ガラス棒などで混合しメスシ


































図 2 には実験操作（7）でメスシリンダー中に出現する 
DM の糸くずの様子の写真を示した．この写真は平成 24 
年8 月 7 日（火）に行われた夏休み小学生理科実験講座「お
茶の葉からDMを取り出そう」で袋井市内と近隣の小学 4 
~6年生が参加して行ったものであるが，緑茶粉末の除去






次に図 3 には実験操作（8）で60 mlの 2-プロパノール




に緑茶の黄緑色がかかった DNA の大きな塊が浮遊してい 






図 5 DNA塊を保存した 70％エタノール入りカルチャーチ
ューブおよびストラップ付きミニチューブ 




ところ，約 50-60 mg となった．すなわち,50 gの乾燥茶
葉からほぼ 1000分の1，約 0. 1％強のDMが得られたこと
になる．なお，260 nm と 280 nm の吸光度の比率は 1. 70 
-1. 80 の値をとったため，純度はかなり良いと考えられ 
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